
澤井市長の活動アルバム（２月分） 

 

 

「松原ライオンズクラブより寄附」（2 月 28 日） 

 

昨年に引き続き、「松原市のがんばる市

民のために！」とのご好意で、松原ライ

オンズクラブ様より、がんばる市民応援

基金へご寄附をいただきました。これま

でも、松原ライオンズクラブの皆さんに

は、社会奉仕の精神と堅い絆で結ばれた

ネットワークにより、本市を支えていた

だいており

 どうか、今後とも、お力添えを賜りま

すようお願いいたします。

ます。  

 

 

 

ます。 

 

 

 

 

 

 

「朝市くらぶ」（2 月 28 日） 

 

農産物直売所「朝市くらぶ」が市役所

市民ロビーにて出張販売されました。

 私も、公務の合間を縫って、新鮮な旬

の野菜を見に行かせていただきました。

 松原の地場農産物を生産販売していた

だいている農家の皆さんには、これから

も、安心・安全な野菜などを多くの人に

味わっていただくため、ご尽力いただき

ますようお願いいたし

 



「春の全国火災予防運動・巡回広報宣伝活動の出陣式」（2 月 28 日） 

 

3 月 1 日から 7 日までの 1 週間は、春

の全国火災予防運動であります。それに

伴う巡回広報宣伝活動の出陣式で、挨拶

をさせていただきまし

 その中心となって取り組んでいただく

本市消防団や婦人防火クラブ連合会の皆

さんには、平素より、多大なるご尽力を

賜っており、心から感謝を申し上げます。

 また、火災による死亡事故は、住宅火

災が最も多く、全体の約 9 割を占めてお

ります。そして、その約 6 割が「逃げ遅れ」によるものであります。その防止の為にも、

住宅用火災警報器の設置率 100％を目指した広報活動と、さらなるご活躍を期待いたしてお

ります。

た。 

 

 

               

 

 

「梅祭り」（2 月 27 日） 

 

今年も、屯倉神社の梅祭りを参加させ

ていただきま当日は快晴で梅の香りが漂

い、満開の梅の花が咲き乱れ見事な「し

だれ梅」でした

 前日には、1,000 人を超える方々が訪れ

たとのことで、松原の風物詩と呼ぶのに

ふさわしいにぎわいでした。満開の梅の

花に触れながら、楽しいひと時を過ごさ

せていただきました

。 

。  

             



               

 

 

「定例記者会見」（2 月 23 日） 

 

平成 23年第 1回定例記者会見を開催い

たしました。 

 私たちのまち「松原」がさらに進化す

るように、全力で取り組んでいく 「これ

からのまちづくり」について、お話させ

てもらいました

 私にとって 2 回目の本予算編成である

平成 23 年度当初予算案の概要と、元気あ

ふれるまち松原を目指したチャレンジに

対する私の思いを述べさせていただきま

した。 

。 

。 

せん。 

 

 

 

きれいなまちづくり美化キャンペーン（2 月 20 日） 

 

恒例となりました「美化キャンペーン」

ですが、今年度の最終回となるこの日、

各種団体や個人ボランティアによる 213

名の方々の参加・協力のもと、実施させ

ていただきました

 行政と市民の「協働」を考える上で、

この取り組みはまさに象徴的であり、協

働によるきれいなまちづくりとして、今

後もますます活性化させねばなりま



 参加いただきました全ての皆さん、大変お疲れ様でした。そして、本当にありがとうご

ざいました。これからもご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

            

 

 

 

 

 

 

議員インターンシップ（2 月 16 日） 

 

政治は、社会とどのようにつながって

いるのかを直接体験し、関心を高め、自

分の将来や今後の生活に活かす事を目的

とする「議員インターンシップ」、そのプ

ログラムの 1 つとして、同志社大学に通

う 2 名の学生さんが、松原市役所を来庁

してくださいました。お 2 人にとって、

私との意見交換がこれからの将来を考え

る上で、何かに役立てば、大変うれしく

思います。 

                   

 

 



「ARISS（アリス）プロジェクト」（2 月 14 日） 

 

ARISS（アリス）プロジェクト（Amateur 

Radio on the ISS）。 

 それは、国際宇宙ステーションが松原

市の上空を通過する 10 分間、アマチュア

無線を使って宇宙飛行士と交信するとい

う企画であります。松原高校の生徒が主

体となり、メンバーに加わる本市の子ど

も達とともに、昨夏から事前学習、英語

練習、横断幕の作成など、その取り組み

に一生懸命に頑張っていると聞き付け、私も現場に立ち合わせていただき

 期待と不安の中、宇宙との交信は無事に成功。参加された全ての方々の感動と、子ども

達の誇らしげな表情が心に残りました。 

 素晴らしいプロジェクトを実施していただいた全ての方々、本当にお疲れ様でした。そ

して、大きな感動をありがとうございました！！ 

ました。 

 

            

 

 

 

「第 10 回全国小学生ソフトテニス大会の出場報告」（2 月 7 日） 

 

天美南小学校 4 年生・山根吉平君が 3

月に開催される「第 10 回全国小学生ソフ

トテニス大会」への出場が決まり、その

報告に来庁していただきました。

 2 年前からテニスを始めて、早くも全国

大会出場という快挙にも驚かされました

が、目の前で見ると、やはりまだ小学 4

 



年生、可愛らしい少年でした。 

 そして、今大会は言うまでもなく、これからも頑張ってほしいという気持ちを込めて、「松

原がんばる市民応援金」を贈呈せてもらいました。 

 

 

 

「小さな灯運動の目録の贈呈」（2 月 7 日） 

 

昨年に引き続き、大阪ガス（株）南部

支部より「小さな灯運動の目録」を寄贈

していただきました。 「小さな灯運動」

とは、大阪ガスグループの地域貢献活動

の一環として取り組まれているものです。

今年度は、子ども達から元希者までに役

立つ生活習慣病の予防をはじめ、食育や

介護予防のためのグッズを寄附していた

だきました。本市の地域福祉の向上に活

用させていた

 ありがとうございました。 

だきます。 

。 

した。 

  

 

第 54 回南大阪駅伝競走大会（2 月 6 日） 

 

第 54 回を迎える南大阪駅伝競走大会

が開催されるにあたり、挨拶させていた

だきました

 昭和 33 年に第 1 回目を開催、当時は

13 チーム・約 100 名という比較的小規模

な大会でありましたが、今年は、南河内

の 9 市町村から中学生・高校生、そして、

一般市民の皆さんにより、191 チーム、

1,600 名を超える多くの方々が参加され

ました。選手それぞれが全力を尽くして頑張っていただき、仲間の皆さんとの連携によっ

て、日頃の練習の成果をいかんなく発揮されますよう、激励させていただきま

 



                    

 

 


